第３３回　山形大花火大会成功に向けて
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～笑顔と元気とやさしさが降り注ぐまち～

｢燦々花火｣がこのまちを照らし、

全ての人々の笑顔が燦々と輝き、

元気とやさしさがこのまちに燦々と降り注ぎますように

市民の皆様や関係諸団体より、厳しい経済状況の中から、そして東日本大震災からお守りいただいた『山形大花火大会』は、本年３３回を迎えます。山形に住まう皆様とお盆に帰郷した皆様、そして他県からお越しくださる皆様が同じ方向を見つめる先には、夏の夜空に咲き誇る大輪の花、色とりどりの輝くまばゆいばかりの光、腹の底に染みわたる轟音、観客席からおこる拍手と感嘆の声、そして見上げる顔にはあふれる笑顔・・・・　　
　震災を乗り越え心を一つにして前へ進む私たちに勇気を与えてくれるこの花火大会を持続可能な花火大会として、またより一層の市民の活力源として存在価値を高めていけますよう委員会メンバー一丸となり準備を進めているところであります。
本年はこれまでの大会運営から学びえた経験や実績を基に、時代に合ったよりよい運営方法を検証し、持続可能な花火大会の進化を実現してしくため活動してまいります。
これまで大会に関わって頂いた多くの関係諸団体や市民サポーターとの連携をさらに拡充し、あがらっしゃいの精神のもと｢市民による市民のための花火｣を推進することで、活力ある観光立市の実現に向けて市民とともに邁進します。
　
皆様におかれましてはこれまで絶大なるご協力を賜りまして誠にありがとうございます。本年も出来るだけ大きな花火がより多く安全に打ちあがりますよう、是非変わらぬご指導ご鞭撻のほど、心よりお願い申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　第３３回山形大花火大会　実行委員長　　東海林　仁
